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私たちは、光がグラスファイバーによって 
X線が平行平板結晶によって長距離伝播 
（CXW）の開発を行っている。 
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多重ブラッグラウエ型回折 

Jongsukswat Sukswat、根岸利一郎、 深町共榮、 
、川村隆明 B 
PF A 、山梨大学 B 

がグラスファイバーによって長距離伝播できるように、 
長距離伝播できる結晶X線導波管 

CXW 
X線



発表内容 

l 多重ブラッグーラウエ（MBL）干渉縞 

l  MBL干渉縞のモアレ像について 

l  MBL干渉縞に見られる結晶の欠陥像 

l 多重ブラッグ回折における2次回折 l 多重ブラッグ回折における2次回折 
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発表内容 

干渉縞の原理。 

について。 

欠陥像。 

次回折（BB 2 ）ビームについて。 次回折（BB 2 ）ビームについて。



多重ブラッグラウエ（MBL）型回折 
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MBL干渉計の実験系 
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MBL干渉縞の 

MBL干渉縞 
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•  Lが大きくなると縞の間隔が広がる 

•  結晶が厚くなると縞が狭くなる。 

•  ビジビリティから時間コヒーレント長⊿ 

•  モアレ像から空間コヒーレント長がわかる 

MBL干渉縞の特性 
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BBL BL, Ω ：ビーム幅の補正項 
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MBL干渉縞の実験結果 
H=180 µ 入射ビーム幅  0.03×1 mm 
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実験結果と計算結果の比較 

µm, L=1440 µm 
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実験結果 

計算結果 
完全コヒーレント 

計算結果 
部分コヒーレント  μm 26 = ∆λ 

∞ = ∆λ



白金線によるモアレ像 
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によるモアレ像 

H=280 µm,  L=2300 µm



モアレの計算結果 
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に見られる欠陥像 

H=280 µm,  L=2300 µm
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BB 2 トポグラフ 
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まとめ 

MBL干渉縞はBLとBBLビームの干渉によって 

MBL干渉縞のビジビリティから時間コヒーレン 

モアレ像から空間コヒーレンシーが求まる 

結晶欠陥により、MBL干渉縞に現れるモアレ 

２次回折ビーム像から、結晶底面の欠陥 

•  結晶構造評価 

•  高角度分解能モノクロメータ、 ビームスプリッター 

•  干渉計（ホログラム） 

•  結晶レンズ 

•  導波管 

多重BraggLaue型回折の応用 
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